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はじめに

第一次世界大戦終結後，1920～30年代にかけ
て，中国では経済発展の黄金期を迎えていた．上
海を中心とする沿海都市部では，綿紡織業等の近
代産業が相継いで設立され，機械制製造業の一大
中心地へと発展していく．そしてこれら新興産業
の資金需要を満たすべく，近代的銀行による産業
金融が発展し，有価証券を取り扱う証券取引所が
整備され，不動産売買を基軸とする金融市場が成
立していった．このように，中国経済は，西欧を
発端とする様々な経済制度を受け入れながら，世
界経済へと接合されていくのであるが，この際，
中国と世界を結ぶ接点を担った人々はいかなる場
所で養成され，また，その背後にどのような関係
を見て取ることができるのであろうか．本稿で明
らかにするように，それを検討する鍵は，中国の
アメリカ系高等教育機関において展開されたビジ
ネス教育にあると，筆者は考える．

1920年代を中心に，アメリカ系高等教育機関
を皮切りとして，中国で盛んに展開されたビジネ
ス教育は，世界で同時代的にみられた高等商業教
育制度化のながれの中に位置づけられるものであ
る．そしてこの流れは，欧米の宣教ミッションに
よる伝道活動のような宗教的営為，そして各国の
ビジネス展開とグローバル経済の進展と軌を一に
するものであった1）．本稿の問題意識は，高等商
業教育の展開を事例として，欧米に端を発するキ
リスト教宣教とグローバル化が，中国にどのよう

な社会経済的影響をもたらしたのか，という問題
の一端を明らかにすることにある．
本稿で注目する対象は，1920年代，上海のア
メリカ系高等教育機関である上海セント・ジョン
大学（St. John’s University, Shanghai，中国名：上
海聖約翰大学，以下セント・ジョン大学と略記）
である．第 1表で示したように，中国では多くの
アメリカ系キリスト教大学が設立されているが，
セント・ジョン大学は，アメリカ聖公会（The 
Episcopal Church of the United States of America）の
宣教ミッションを主体として設立され，実業家・
政治家・外交官など，中国で多くの人材を輩出す
る2）とともに，英語教育と経済教育を結合させた
カリキュラムをいち早く導入したことで知られ
る3）．同大学において 1920年代に展開した草創
期ビジネス教育の事例は，当時の社会経済的変動
の中で求められた新たな人材が養成されていく過
程を探る上で，格好の研究対象であると言えよう．
本稿の主要な事例となるセント・ジョン大学に
ついては，熊月之・周武など多くの大学史研究が
出されている4）．また近年では，華南を中心とし
てキリスト教の布教と大学設立の関係を明らかに
する研究が盛んに進められている5）．本稿の中心
テーマである，近代高等商業教育の展開について
は，マーシャル等による先駆的研究6）や，アメリ
カの高等商業教育の原点とされるペンシルバニア
大学を扱った福留東土の研究7），また社会学的立
場からアメリカの事例を分析したクラナの研究8）

などが，日本については西沢保9）をはじめ多くの
研究がある．他方，中国については，まずトレス
コットや王文隆が西洋経済学の受容過程を包括的
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1920年代，上海における宣教ミッションと高等商業教育（林）

に論じており，本稿の検討対象であるセント・
ジョン大学を含めたキリスト教大学や中国系大学
における経済学課程の概略を知ることができ
る10）．また上海については，商業教育の立場から
分析した常国良の研究11）のほか，岩間一弘の研究
が重要である．岩間は上海におけるセント・ジョ
ン大学を含めた高等教育機関の発展と商業教育の
大衆化の関連を，俸給生活者層の出現と「新中間
層の形成」として捉え，本稿にも重要な示唆を与
えている12）．ただし，本稿で着目するのは，中国
において高等商業教育の名を冠する教育機関が設
立されていく過程を，キリスト教系大学および宣
教ミッションとからめて論じる点にあり，岩間を
含めたこれまでの先行研究とは問題意識を異にし
ている．
本稿で主に用いる史料は，中国上海市檔案館に
所蔵されるセント・ジョン大学関連資料及び，ア
メリカ聖公会アーカイヴ（The Archives of the 
Episcopal Church）13）に所蔵されるアメリカ聖公会
内外宣教協会関連資料である．これらの中には，
セント・ジョン大学におけるビジネススクール設
置に関わる記録や，会議録，本国との往来書簡な
どの資料が多く含まれている．また，セント・
ジョン大学におけるビジネス教育展開の提案者で
あるリーマーについては，フーヴァー・インス
ティテュート所蔵のリーマー文書（C.F. Remer 
Papers）を参照した．これらアーカイヴ史料の他
に，アメリカ聖公会の刊行物（Spirit of Missions），
大学が出していた出版物（St. John’s Echo，The 
Johanneanなど）や，上海で発行されていたアメ
リカ系英字新聞（Millard’s Review of the Far East）
も利用した．
以上の先行研究及び史料を踏まえ，本稿では，

1920年代のセント・ジョン大学において展開し
た高等商業教育の内容とその目的について，具体
的に明らかにしていきたい．

Ⅰ　世界的視野から見た高等商業教育

１　高等教育機関におけるビジネス教育制度化

高等教育機関において，学問としての「商学」，

いわゆる高等商業教育が制度化された起源は，
1881年，アメリカ・フィラデルフィアの実業家
ウォートンの出資によりペンシルバニア大学に設
置されたウォートンスクール（The Wharton 
School of Finance and Economy）にあるとされる．
当初ウォートンスクールにおいて進められたの
は，行政学・財政学・統計学を中心に，官僚養成
を重視するドイツ型の経済学教育であった14）．そ
の後 1898年，シカゴ大学やカリフォルニア大学
で同様のビジネススクールが設置されたのを皮切
りに，ハーバード経営大学院など大学における商
業教育がアメリカ全土へ広がっていく．そして
1925年には，その数が全米で183を数えるに至り，
約 5万人にのぼる学生が入学したという15）．この
ような中で，アメリカの高等商業教育は，経営者
教育の組織化へと変貌していった．こうして，現
在すでに一般的となった，高等教育機関における
ビジネススクールの形が整えられていった．
このような高等商業教育の制度化の背景には，

世界的なビジネス教育勃興の潮流と，経済発展に
よる強力な人材養成の要請があった．19世紀後
半以降，産業における「科学的経営」，コストア
カウンティング，信用と市場のコントロールなど
が重視されるとともに，商業や金融・会計・企業
管理などの専門知識を持つ，「雇われ経営者」の
必要性が叫ばれるようになった16）．資本主義経済
の強力な要請のもと，法律家や医者などの専門教
育と同様に，商人や経営者の高等教育の制度化・
組織化を行おうとする機運は，アメリカを中心と
して世界的に高まっていた．こうして，アメリカ
で制度化された高等教育機関におけるビジネス教
育は，やがてヨーロッパ諸国から世界中へと同時
代的に広がっていったのである17）．

2　清末以降の中国における商業教育

アメリカやヨーロッパにおいて，大学における
ビジネススクール（Collegiate Business School）が
出現し始めていたころ，中国では大きな体制転換
が行われようとしていた．アヘン戦争の敗北以降，
清朝政府は西洋の制度を取り入れる改革「洋務運
動」を実行に移した．こうした流れを受けて，清
朝政府は 1905年，隋朝以来約 1300年続いた官僚
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登用試験である科挙を廃止し，日本の制度を模倣
した近代的教育行政制度の確立が模索された．洋
務運動の展開とともに，清朝は「高等商業学堂」
設置の方針を出した．これを受けて，1897年，
実業官僚の巨頭である盛宣懐の主導により，上海
に「南洋公学」が設置される18）．洋務運動を背景
に幅広い実務家を養成することを目的とした南洋
公学は，工芸・機械・鉱山関係の技術者養成とと
もに，政治・文学・法律・道徳などの政治家養成
をも目指していた．南洋公学の開設は，商業や実
業が伝統的に軽んじられてきた中国にあって，画
期的な意義を持つものであったが，その後の政治
状況の混乱などにより，大きな発展をとげること
はなかった．

1912年の中華民国成立以降も，学制は清末期
のものが踏襲されたが，その中で注目されるのは，
商業専門学校の制度化である．ここでは，予科 1
年・本科 3年で実務中心の教育をおこなう商業専
門学校19）と，予科 3年・本科 3年で大学の一学部
として位置づけられる大学商科20）が制度化され
た．1922年以降，学制がアメリカ式に転換した
のに従って，商業専門学校は本科 3年となり，本
科 4年の大学では商科単科大学の設置も認可され
た．また両者には，商業専修科が附設されること
となった．
このように，中国では 1920年代を中心として，
高等商業教育の制度化が進みつつあった．ただし，
大学自体の数は依然として少なく，影響力は必ず
しも大きかったとはいえない．こうした状況を埋
めるように展開していたのが，キリスト教宣教
ミッションが設立していたキリスト教大学であっ
た．これらキリスト教大学に対して，中華民国政
府は，正式な教育機関として認可しない方針を
とっていた21）．宣教ミッションが運営するキリス
ト教大学は，中国の学制の枠外におかれ，中国側
の援助を受けないかわりにその干渉もうけなかっ
た．こうして中国におけるキリスト教大学は，本
国での教育制度にしたがった教育を展開すること
が可能となった．一方，宣教ミッション側も，19
世紀後半以降，それまでの本国からの大規模な支
援に頼る活動から，本国から独立した活動へと内
実が変化しつつあった22）．そして，これらキリス

ト教大学のなかから，欧米などで制度化されつつ
あった高等商業教育をいち早く導入するものが現
れたのである．

Ⅱ 　中国におけるアメリカ系高等教育機関
の展開とセント・ジョン大学

1　中国におけるアメリカ系宣教ミッションと高
等教育機関

上記のように，19世紀後半以降，中国ではキ
リスト教大学設立への条件が整いつつあった．こ
れらキリスト教大学の設立過程で特筆されるの
は，高等教育機関設立に際して，欧米系宣教ミッ
ションの中でも，アメリカ系のそれが深く関わっ
ていたことである．
アメリカからの宣教ミッション派遣は，学生派
遣運動（The Student Volunteer Movement）や，ミッ
ショナリー教育運動（Missionary Education Move-
ment），平信徒ミッショナリー運動（Laymen’s 
Missionary Movement）など，アメリカ本国にお
ける海外への宣教ミッション派遣の機運の高まり
にともなうものであった23）．一方，海外へのミッ
ションの派遣形態には，以下の三つがあったとさ
れる24）．
（a）単一の宗派を代表するもの．メソディスト
監督教会，南メソディスト監督教会，アメリカ聖
公会，米国長老教会，バプティスト教会などの組
織がこれにあたる．
（b）複数の宗派の援助を受けるもの．キリスト
教外国宣教協会（The Foreign Chritian Missionary 
Society）や，米国外国派遣宣教組織（American 
Board of Commissioners for Foreign Missions, 
ABCFM）などがこれにあたる．
（c）特定の宗派によらない組織．福音主義や原
理主義の流れでミッションを形成するもの．

19世紀後半から中国で活溌化していたアメリ
カ系宣教ミッションの活動は，当初伝道や医療が
中心であった．その後，義和団事件の賠償金を原
資として成立した庚子賠款奨学金（Boxer indem-
nity scholarship program）を背景に，中国各地にお
いてキリスト教大学を創設していく．先に示した
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第 1表を見ると，多くの大学が，複数の宗派によ
る連合体によって創設されていることが見て取れ
る．このように，アメリカ系宣教ミッションは，
時に宗派やナショナリティを越えた組織の形態を
伴いながら，教育事業を展開していくこととなる
25）．一方で，本稿の主要な分析対象であるセン
ト・ジョン大学は，華南女子大学，東呉大学など
とともに，単独の宗派によって創設された大学で
あった26）．

2　セント・ジョン大学の開学

中国においてもっとも早く設立されたキリスト
教大学であるセント・ジョン大学設立の母体と
なったのは，アメリカ聖公会の宣教組織である，
内外宣教協会（The Domestic and Foreign Missionary 
Society）である．同協会は，1821年 9月にアメ
リカ・フィラデルフィアで組織され，1834年，
中国・コーチシナ・シャム・ビルマ方面への宣教
ミッションの派遣を決定したとされる27）．そして
1844年，バタビアやアモイでの赴任経験をもつ
ブーン（William J. Boone）が中国宣教の主教に選
出され，翌 1845年，香港を経て上海に到達し
た28）．ブーンはまず 1846年，上海で男児教育の
ための学校を開き，後に女児教育のための学校も
開設した29）．アメリカ聖公会は，その後上海・南
京・漢口など，長江流域の諸都市を中心に，主と
して華中地域への布教活動をすすめていった30）．
1912年には，中華聖公会（Holy Catholic Church 
of China）が成立し，中国における独立した教会
組織が出現するが，ひきつづきイギリス・アメリ
カ・カナダなど，アングリカン・コミュニオン系
統の教団組織が，活動の支援を行っていく．そし
て，ブーンが設立した男児教育学校を母体として，
1879年，中国における最初のキリスト教高等教
育機関となる，セント・ジョン・カレッジ（St. 
John’s College，聖約翰書院）が設立された．

1879年の設立当初，セント・ジョン・カレッ
ジは，教会と隣り合わせの学校で共同生活をしな
がら，主として英語教育を行う私塾のような存在
であった．1886年，アメリカ聖公会の伝道師ポッ
ト（F.L. Hawks Pott）31）が学長として着任すると，
学校の正規化へ向けた活動が開始される．

1891年，セント・ジョン・カレッジには大学
部が設置され，1896年には，国文・医学・神学
の 3科が設けられた．1905年には，学制が 3年
から 4年に改められた．そして 1906年，アメリ
カ・コロンビア特別区において正式な大学として
認可を受け，アメリカ国内の大学と同等の扱いを
うけることとなった．これにともない，校名も
「St. John’s University, Shanghai（上海聖約翰大学）」
と改称された．1918年頃には後述する四学部制
となり，この時期を通して，校舎設備（図書館，
講堂，理科実験ビル，運動場など）が，同窓会や
ロックフェラー財団の援助により整備され，中国
国内でも有数の規模を持つ大学となっていく．

3　1910年代までのセント・ジョン大学におけ
る教育内容

大学となって以降，セント・ジョン大学では，
「文科」と「理科」に大別されたカリキュラム構
成がとられていた．神学・国学・医学を中心とす
る科目構成のうち，文科に属する科目を多く履修
すれば「文科学士」が，理科に属するものを多く
履修すれば「理科学士」の学位が与えられること
になる32）．このように，大きな枠組みの下に多様
な科目群が設定されたカリキュラム体系は，西洋
型教養の幅広い習得をめざす，リベラルアーツ教
育であるといえるであろう．また，ここで特筆さ
れるのは，講義の大部分が英語によるものだった
ということである．
この中で，経済学や商学関係の科目を挙げたの
が，第 2表である．「経済学」は，主として欧米
における経済学についての入門講義である．「経
済概要」「富国学」は，いずれも当時で言う政治
経済学に関する講義であるが，これらも欧米の近
代的経済システムの理解を踏まえたものであると
考えられる．「銀行理財学」および「経済理想と
歴史」は，アジアの状況をも踏まえた講義である
とみられるが，いずれも大学院もしくは同レベル
にある学生を対象として設定されている．これら
は文科科目として設定されていたが，独立した学
科が設けられていたわけではなく，また必ずしも
中国やアジアの実情に即したものでもなかったと
考えられる．
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このように，1910年代までのセント・ジョン大
学では，明確な専攻を設けないリベラルアーツ教
育による，英語教育の実施が最重点にかかげられ
ていた．その背景には，当時の上海で，アメリカ
人コミュニティが拡大するとともに33），「英語を
話す中国人」の需要が高まっていたことがあった
34）．セント・ジョン大学の卒業生の就職先の多く
は，英語教師や「ビジネスマン」であったとされ
る35）が，これにはアメリカ人のカウンターパート
養成の需要が存在したことがうかがえるだろう．
設立当初のセント・ジョン大学は，すでに大学
側・中国人側の双方から，アメリカへの玄関口と
しての位置づけがなされていたと考えられる36）．

Ⅲ 　セント・ジョン大学におけるビジネス
スクールの誕生

1　ビジネススクール構想

1910年代後半のセント・ジョン大学では，大
学の大規模化とともに，学長ポットの主導の下，
先述した「文科」「理科」制が改組され，新たに
以下の四つの学部が設けられていた．

文 理 学 院　The School of Arts and Science
神 学 院　The School of Theology
医 学 院　The School of Medicine

土木工程学院　 The Sze Sao‒Tseng School of 
Civil Engineering

そして 1920年，文理学院の中に，中国におけ
るキリスト教大学初のビジネススクールである，
「The Course of Economics and Business Administra-
tion（経済与商業管理学系）」が新設されること
となった．主任教授に就任したのは，リーマー
（Charles Frederick Remer，中国名：雷麦，1889‒

1972）であった．彼は，アメリカ＝スペイン戦争
の結果アメリカが進めたフィリピン植民地化に反
対するとともに，アジアにおける「共和化」に関
心を持ち，1908年にミネソタ大学を卒業後，設
立間もないフィリピン教育局へ赴任した．そして
「共和化」への共感から，1912年より辛亥革命間
もない中国へ移ってセント・ジョン大学の専任講
師（Instructor）となり，1917年，27歳で同大学
の教授に就任した37）．その他に，ここにはミシガ
ン大学出身のサリヴァン（Philip Beach Sullivan）
38）と，セント・ジョン大学卒業後シカゴ大学で修
士号を取得した趙紹鼎39）が，専任教員として配置
されることとなる40）が，文理学院におけるビジネ
ススクール設立は，リーマーの発案によるもので
あった．
リーマーはビジネススクール設立の趣旨につい
て，その構想を示した報告書の中で次のように述
べている．

第 2表　経済関係科目一覧（1918年度）

科目名 講義内容 テキスト

学科 1　経済学
中級文科生を対象とする．理財学の原理，欧米各国の理財史，近
代の理財問題について検討する．例えば，税務についてなど．教
員が講義した後，履修者はレポートを作成し教員に提出する．

Richard T. Ely. Outlines of Econom-
ics. New York : Macmillan.

学科 2　経済概要
高級理科生を対象とする．経済原理や重要経済問題について検討
する．

T.N. Carver. Principles of Political 
Economy. Boston : Ginn & Compa-
ny, 1919.

学科 3　富国学
文理両科の高級生を対象とする．国家コスト，国家コスト学説，
近代国家コストの増減，国際生財の理論と公債の発行，各財政機
関とその管理法などについて検討する．

学科 10　銀行理財学
大学院生，教授が許可した学生を対象とする．銀行金融とその管
理方法，商業界におけるコミュニケーションの変化について検討
する．とくにアジアにおける金銀交易の状況に注目する．

学科 11　経済理想と歴史
経済を専門とする大学院生を対象とする．経済学の歴史やその理
想について検討する．とくに同時代的経済の理想に注目する．

出所：『聖約翰大学章程彙録　1918.9～1919.7』上海美華書館，1918年，78‒79頁．
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「セント・ジョン［大学（筆者註，以下略）］は，
ビジネスの法則（Principles）と方法（Methods）
を教授しなければならない．なぜなら，在学生
の多くが現にビジネスに身を投じているからで
ある．このような教育が行われるべきなのは，
ビジネスの法則と方法がいずれもすでに他国で
研究され，教育可能（Teachable）なものとなっ
ているからであり，また同様のことが中国でも
行われるべきだからである．もちろん，ビジネ
スの成功に重要な要素である判断力と他人とつ
きあう能力を学生に教授する課程が存在しない
と言うことはそのとおりである．しかし，いず
れの職業にも判断と機転は必要である．もし，
判断と機転が教科書によって教えられるもので
ないからと言って学生にビジネス教育がなされ
ないのであれば，このような能力が同じく必要
とされる教師や役人，公共サービスへの特別な
教育を行う必然性もないであろう41）．」

ここからは，リーマーが，中国においてビジネ
スの法則と方法を身につけた「ビジネスマン」を，
教師や役人などと同様に，高等教育の場で養成す
ることが急務であると考えていたことが見て取れ
る．
リーマーがこのように高等教育の場で商業教育
をおこなうことを重視した理由として，当時アジ
アで同時代的に高等商業教育が展開されていたこ
とがある．これについて彼は，上海の英字紙
Millard’s Reviewにおいて，以下のような見解を
示している42）．

「社会及び学校におけるこのような取り組み
［商業教育を指す］は，今年 2月に，東部中国
キ リ ス ト 教 教 育 協 会（East China Christian 
Educational Association）年次総会において大い
に推奨されたところである．（中略）そのよう
な考え方は，中国だけでなく，アジア各国の教
育に携わる人々に共有されている．商業教育は
フィリピンにおける教育の特色ある考えとして
定着している．それは日本でも重視されている．
（中略）西洋において常に注目されているこの
ような事項は，世界規模の関心を持たれている

とも言えるであろう．」

こうした考え方の背景には，リーマーが大学教
育を受けた 20世紀初めに，アメリカで広がりつ
つあった高等商業教育の普及運動があった43）．前
に挙げた報告書の中で，リーマーが「教育可能で
あること」を重視していることからも，こうした
姿勢が見て取れる．リーマーがかかげたビジネス
スクールの教育は，まず理論教育を重点に置く，
いわば「学問としてのビジネス教育」を意図する
ものであるが，これもまた，当時アメリカの高等
商業教育の牽引役であったジェームズの主張が，
形を変えて唱えられたものであると言えよう．

2　ビジネス教育とリーマーの中国観

他方，中国においてビジネス教育をかかげる理
由のもう一つとして，報告書の中で中国における
ビジネスマンの問題点を挙げている．

「中国のビジネスマンは，その誠実さとした
たかさ，交渉能力で有名である．しかし彼らは
概して視野が狭い．彼らは問題に対する広い視
点を持つことが難しく，新しい方法や新しいや
り方にすぐ適応することができない．彼らは問
題に対する包括的視点を持つことが難しく，新
しい方法や新しいやりかたに合わせることが不
得手である．この適応能力のなさは，例えば信
用による古いビジネスシステムから会社による
近代的システムへの移行が難しいと言うこと
に，端的にあらわれている．」
「ビジネス教育が，中国をさらに前進させ，
かつてアメリカの多くの商業教育やビジネス教
育をおこなう学校がそうしたように，公共への
奉仕の精神と専門的誇りをビジネスマンにもた
らすよう希望する44）．」

20世紀中国をめぐる国際取引では，伝統的な
システムをとる中国企業（合股など特有の組織形
態，蘇州碼字など特殊な記号を用いる簿記システ
ム，銀両制に基づく銀銭比価［銀両と銅銭の交換
レート］や内国為替決済の存在など）と，西洋を
起源とする近代的経済システム（有限責任会社制
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度，株式公開と有価証券市場の形成，計数貨幣へ
の移行など）とを，いかに接合していくかという
ことが，とりわけアメリカをはじめとする外国側
にとって大きな問題となっていた．漢学の伝統を
背景に，「支那通」と呼ばれた日本の中国社会経
済学者45）と異なり，本国で中国に関する教養を積
む機会がなかったリーマーは，中国赴任初期に，
まず中国や極東地域に関する著作を読むことや，
各地への旅行を通して，中国を知る事に取り組ん
だ46）．リーマーは後年，中国における外国投資に
関する著書の中で，先進国としての「西洋」と中
国や日本などの「東洋」の最も大きな相違は，東
洋世界における「家族（あるいは家）」の重要性
であるとしている47）．つまりリーマーは，中国に
おける外国人の企業活動のなかで最も大きな問題
は，経済的に発展しているか遅れているかという
ことよりは，文化的・歴史的相違にあると考えて
いた．それゆえ，彼は欧米の制度への接続を前提
とした上で，大学において「法則」と「方法」を
教授することが，「柔軟に対応することが可能」
な人材，ひいては西洋に端を発する制度を理解し，
運用し，またこれらの動きを先取りしうる人材を
養成することにつながると提案したのである．
さらに，リーマーが前出の論文の中で，アジア
における商業教育が持つ意義に倫理的な問題が含
まれていることを示唆している点も重要である48）．

「若者たちは生活のために教育を受けるべき
であるが，問題はそれ以上のものである．商業
教育は，経済的繁栄を確かにする心と精神がそ
の国の労働者において覚醒したとき，はじめて
十分な成果を発揮するのである」

リーマーのこのような発想は，当時のアメリカ
政財界における一般的な考え方を踏襲するもので
もあった．リーマー自身が著書 Readings in 
Economics for Chinaでもふれているのは，北京で
1915年に設立された The Chinese Political Science 
Associationにおいて，アメリカの外交官として著
名なラインシュ（Paul S Reinsch）49）がおこなった
講演である50）．この中でラインシュは，中国にお
ける経済研究においては，「その旧い制度下の伝

統的組織と新たな形や方法への変遷による影響の
二つが，ともに非常に興味深い」テーマであるこ
とを指摘する．そして，中国の経済活動が同業組
織や個人的信用など伝統的価値観によって支えら
れていることを指摘した上で，「経済的営みにお
いて現在進んでいる変化は，しかしながら，巨大
な旧いものから新しい方法への代替というだけで
なく，倫理的価値の立て直しや堅実な倫理への移
行などが求められる．それはまさに中国のビジネ
スを外形からも活動面からも新しい方法へと導く
ためのものである」と述べ，中国におけるビジネ
スをさらに「適応力（adaptable）」のあるものに
していくことの重要性と，その中でアメリカの関
わりが重要であることを説いている51）．そして，
アメリカとの関わりの中で実現していく，経済的
グローバル化への「適応」が，倫理的に不可避で
ある点が強調されるのである．
そのような意味での中国の「適応力」を橋頭堡
にして，アメリカの中国における影響力を強める
必要性を重視するという立場が，リーマーの基本
的な思考方法であった．それが端的に見られるの
は，アメリカによる銀市場への関与に関する論考
である．リーマーは，1918年のピットマン法
（Pitman act）52）以降，アメリカがとった銀買い上
げと銀による対外貿易決済をはかる政策が，アメ
リカドルと中国銀を事実上「ペッグ」状態とし，
極東の銀市場に大きな影響をもたらしているとの
認識を示し，中国のビジネスマンに最も重要なの
は，「アメリカの銀価がどの程度の影響を持つか
という問題だ」，と述べている53）．また彼は，
デューイの言葉を引きながら，教育への関与が中
国の社会改革および「共和化」に寄与しうること
を指摘している54）．そしてこの根底には，五・四
運動を背景に，日本の中国利権の独占に対する警
戒感と，アメリカと同じ「共和制国家」としての
中国への期待感があった55）．
リーマーのビジネススクール構想は，当時のア
メリカの「門戸開放」政策に裏付けられた典型的
な論調と，中国に対するアメリカの立場が端的に
表れたものであった56）．リーマーにとってのビジネ
ススクール構想は，単なる「学問」を超えた，き
わめて現実的な課題であったともいえるのである．
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3　リーマーのコース設計

リーマーは，設立の趣意を述べた報告書の中で，
文理学院におけるビジネススクールに，以下のよ
うなコースを設置することを提案している．
① 　マーケティングとビジネス組織　Market-

ing and Business Organization
②　会計学　Accounting
③ 　対外貿易論を含めた商業史　History of 

Commerce together with a Complete Study of the 
Foreign Trade of China
④　貨幣・銀行論　Money and Banking
③の「対外貿易論を含めた商業史」コースは，
リーマー自身の研究を背景とした，中国経済の特
徴をとらえるためのいわゆる「地域経済」コース
である．その他のコースでは，ビジネスマンとし
ての活動を視野においた教育が想定されている．
たとえば，④の貨幣・銀行論コースでは，非常勤
講師を招いて上海の銀行家や会計士との連携や実
習を行うことが想定されていた．実際リーマーは，
学生の実習先の確保を重視し，中国及びアメリカ
でこれへ向けた活動をしていたとみられる57）．ま
た，実習先については，のちに卒業生を中心とし
た会計士や企業経営者などが選定されていったよ
うであり，セント・ジョン大学を起点とする人脈
形成という意味も持っていた58）．
ここでリーマーが特に重視していたのは，外国
と中国の会計を同時に理解し，会計に関する問題
解決に一石を投じることができる人物の養成で
あった．このため，彼は「会計士でなおかつ基礎
教育への情熱をかたむけることのできる人物」を
採用することを強く提案している59）．なお，会計
をめぐる問題は中国における経済界共通の認識で
あり，会計士の養成が喫緊の課題となっていた．
会計士はやがて専門家集団として強力な勢力を形
成していくこととなる60）．ただし，こうした会計
士養成の試みが，必ずしも「実際にお金を数える
人」を指すわけではないことは，後述するとおり
である．

4　大学運営上の動機

一方，セント・ジョン大学の学長であり，これ

まで宗教教育を中心とするリベラルアーツ教育を
進めてきたポットは，ビジネススクールの設置を，
「中国においてビジネス問題の科学的研究の伝統
を打ち立て，高いプロフェッショナル・スタン
ダードを作り出す」ものであると評価し，「ビジ
ネスは，中国におけるコモンウェルスの有能な使
用人になる」との認識を示している61）．一方でそ
の課題は，教員の確保であるとしたうえで，中国
人卒業生のアメリカ留学とその教員としての登用
の必要性を言明するとともに，教団からのさらな
る援助を要請している62）．
アメリカ聖公会はアメリカ本国において，セン
ト・ジョン大学宛ての寄付を募っており，1913
年から 1920年の間で，その額は 17,520.41ドルに
達していた63）．また，大学運営の財源については，
上海現地でのアメリカ人による寄付もそれにあて
られていた64）．しかしながら，アメリカ聖公会の
海外伝道事業自体が，信徒がもたらす自発的基金
に依存するものであった65）ことに加えて，大学が
中国政府の公認を受けない状況や，人件費や実習
費・施設費などの支出が大幅に増加する傾向に
あった66）ことから，大学の財政状況は必ずしも万
全の状態ではなかったと考えられる．さらに，新
たな学科設置の背景には，ハーバード大学のビジ
ネススクール関係者が上海で商業学校設立を構想
していたことや67），上海において新たにアメリカ
系キリスト教大学（滬江大学など）が設置された
ことに対して，それらとの差別化をはかる意図も
あったと見られる68）．
このように，セント・ジョン大学における学科
改変には，アメリカ本土から援助を獲得するため
に，その時代のトレンドに合った事業を行ってい
くという側面があったと考えられるのである．

5　運営状況とカリキュラムの内容

1920年前後に，前述の文理学院に在籍した学
生数を示したのが，第3表である．入学年度によっ
て差はあるものの，全体で概ね 220人くらいの学
生が在籍していた．そのうちビジネススクールの
学生が具体的にどれくらいの数を占めたのかは明
らかでないが，1922年以降の学位取得候補者のう
ちの約半数が「経済学士」であることから見て（第
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4表），かなり人気が高かったことが見て取れる．
これらの学生には，他大学からの転籍者が多かっ
たことが報告されており69），すでに他大学との間
で競争状態が生じていたこともうかがえる70）．
セント・ジョン大学のビジネススクールに入学
したこれらの学生は，教養教育と専門教育に二分
されたカリキュラムにしたがって，原則 4年間在
学することになる（第 5表）．1年次（Freshman 
Year）では，語学や歴史・数学・体育・科学・宗
教など，いわゆる一般教養に相当する科目を履修
し，2年次（Sophomore Year）ではこれら教養科
目に加えて，選択科目が加わる．3年次と 4年次
（Junior/Senior Year）は，主として選択科目を履修
する専門教育課程となっており，この部分がビジ
ネススクールにあたる．最低 2年間の専門教育を
経て，所定の単位を修得すると，Bachelor of Arts 

in Economics（文学士［経済］）という，「専門」
を明記した学位が授与される71）．他方，宗教科目
（Religion and Ethics）は，4年間を通して 1単位
ずつであり，重きがおかれているわけではない．
セント・ジョン大学の学生の多くが富裕商人階層
出身であり，キリスト者の比率が低かったことも，
その一因であろう72）．
第 6表で示したのが，1920年度に開講された
科目の一覧である．以前と比べて科目数が増加し
ていることと，その多くをリーマー一人が担当し
ていることが特筆される．講義内容については明
らかでないが，経済原理や万国貿易（国際貿易），
公家理財学（国家財政学）など，当時の政治経済
学の理論をふまえた基礎的な講義に重点がおかれ
ているのが特徴である73）．こうした傾向は，第 7
表で示した 1921年度以降の開講科目でも引き継

第 4表　文理学院学士学位候補者数

Candidates for B.A. in 
Economics

Candidates for B.A. 
Other than in Economics

Class of 1922 17 17

Class of 1923 19 19

Class of 1924 18 21

Class of 1925 18 30

出所： Report of the Department of Economics and Business Administration for 
the School Year 1924‒1925.聖約翰大学檔案【Q243‒1‒72】

第 5表　Curriculum for the Bachelor of Arts degrees

Freshman 
year

First 
term

Second 
Term

Sophomore 
Year

First 
term

Second 
term

Chinese 4 4 Chinese 4 4

English 4 4 English 4 4

History 3 3 Physical education 1 1

Mathmatics 3 3 Religion and Ethics 1 1

Physical education 1 1 Biology, Chemistry, Physics 4 4

Religion and ethics 1 1 Elective 3 3

Biology, Chemistry, Physics 4 4 Elective 3 3

Total 20 20 Total 20 20

Junior Year Religion and ethics 1 1 Senior year Religion and ethics 1 1

Electives 15 15 Electives 15 15

Total 16 16 Total 16 16

出所：St. John’s University Annual Catalogue, Bulletin No. 32, 1930‒1931. Shanghai : St. John’s University, 1931, pp.18.
　注：学年は，Freshman‒Sophomore‒Junior‒Seniorの順になっている．

第 3表　文理学院の在籍者数（1916～1921）

年度 1916 1917 1918 1920 1921

Freshman 92 109 77 58 73

Sophomore 43 52 87 66 49

Junior 38 32 50 47 49

Senior 20 35 28 60 42

計 193 228 242 231 213

出所： “Enrollment in University and Preparatpry School”, The Johannean, Vol.
II, 1915‒16. “Enrollment in University and Middle School”, The 
Johannean, vol.III, 1917. “Enrollment in University and Middle School” , 
The Johannean, vol.III, 1917. “Enrollment in University and Middle 
School”, The Johannean, vol.VI, 1920. “Enrollment in the University”, 
The Johannean, VII, 1921.
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がれている．一方，リーマーが当初提唱していた
簿記や銀行学については，当初は講師による補助
的位置づけがなされていたようであるが，保険や
経済法などとともに年々拡充されている．しかし
ながら，中国の伝統的会計について講ずる講義は，
1921 年 度 の「Economics 15, Chinese Accounting」
以外に開講されていないようである．当時のセン
ト・ジョン大学におけるビジネススクールのカリ
キュラムは，必ずしも中国におけるビジネスの実
情に密着したものではなかった．近代中国教育史
の文脈では，これが中国における教育普及，ひい
ては教育を通じた救国のために克服するべき課題
と言うことになり，黄炎培ら知識人による実用主
義教育運動や職業教育運動へとつながってい
く74）．しかしながら，このようなカリキュラムの
あり方は，セント・ジョン大学のビジネススクー
ルの目指す方向性と深い関わりを持っていたと考
えられるのである．

6　卒業生と同窓会組織

セント・ジョン大学のビジネススクール出身者

の進路には，どのような特徴が見られるのであろ
うか．1930年代以降，セント・ジョン大学の出
身者がいわゆる「俸給生活者層」の一角を担う存
在になることは，すでに岩間一弘が指摘するとこ
ろであるが，1920年代は，富裕な商業者の子弟
などが多く入学していたことから，家業を継ぐな
どの形でビジネスに関わる例が多かったようであ
る75）．
こうした卒業生をつなぐ組織として存在したの
が，同窓会（St. John’s Alumni）であった．同窓
会は，教員や職員の給与，大学施設の整備などあ
らゆる側面にたいする支援や，就職への人脈と働
きかけをおこなう組織と位置づけられていた76）．
第 8表のように，同窓会の組織は，学校の存在す
る上海だけでなく，南京・漢口・厦門・北平（現
在の北京）・天津・重慶など，国内外の主要都市
に設けられていた．その代表者の中には，政府機
関（交通部，検疫所），大銀行（中央銀行，中国
銀行，聚興誠銀行），新興企業（大公報社，上海
セメント）などに所属する人々が含まれている．
また同時に，セント・ジョン大学では，在学生

第 6表　ビジネススクール開講科目一覧（1920年度）

科目名 授業内容 担当教員 テキスト

学科 1・2　
経済学

財政学の原理，欧米各国の財政史について検討する．とくに中国
の状況と改革の方法，農業と森林開発など近代財政問題に注目す
る．教員の講義の後学生は論文を提出し，教員の審査を受ける．

Remer
Richard T. Ely. Outlines of Economics. 
New York: Macmillan.

学科 3　経済
原理

財政原則および重要な財政問題について検討する．討論を重視す
る． Remer

T.N. Carver. Principles of Political 
Economy. Boston: Ginn & Company, 
1919.

学科 4　公家
理財学

国家のコスト，国家コスト学説，近代国家コストの増加，国家の
歳入公債財政管理法などについて検討する．

Remer

学科 5・6　
幣制与銀行

幣制の歴史及び変遷，金本位問題について検討する．とくに中国
の幣制および改革方法に注目する．後期は銀行学原理，欧米各国
銀行史および中国銀行史について検討する．

Remer，
王公寛

John Thom Holdsworth. Money and 
Banking. New York: Appleton, 1917

学科 7　万国
貿易

商務の歴史および雷喀特（ママ）以来の国際貿易学説について検
討する． Remer

Clive Day. History of Commerce. New 
York: Longmans, Green Company, 
1917.

学科 8　中国
通商史

中国通商史について検討する．施博士（ママ）の書に基づいて討
論する．大戦の中国と欧米の商務に与えた影響について詳しく検
討する．中国の銀本位の結果についても論及する．

Remer

学科 9・10　
簿記

簿記について検討する．練習を重視する．
査登保

学科 11・12　
商業原理

商業経済，商業組織，商業法律，利潤の性質，商人の社会におけ
る地位などについて検討する．売買広告などの問題に注目する．

Remer

出所：『聖約翰大学章程彙録　1920.9～1921.7』（上海美華書館，1920年）64～66頁．
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によって組織される同郷団体も存在し，出身地別
の同郷会が結成されていた．例えば，四川省出身
の学生達は，「The Szechwan Club（聖約翰蜀会）」
と称する団体を形成し，親睦活動などを行ってい
る77）．こうした同郷団体の中には，後に銀行の経
営者や役人になる人々が多く含まれ，出身者間の
人脈形成もなされていくこととなる．
このように，同窓会組織を重視する方法もまた，

アメリカのビジネススクールの典型的な形態であ
る78）．そして，こうした形態は，同郷の地縁関係
を重視する中国人にとって，受け入れやすいもの
であったと言える．中国におけるビジネスの実情
に密着しないカリキュラムをとっていたセント・
ジョン大学のビジネススクールが，主として中国
人富裕層に受け入れられていった理由は，ここに
もあったと言えるであろう．

おわりに

以上，本稿では，セント・ジョン大学における
高等商業教育草創期の状況について，初歩的な検
討をおこなった．セント・ジョン大学における商
業教育とビジネススクールの開設は，アメリカの
ビジネススクールを念頭に置きながら，「学問と
してのビジネス教育」を看板にかかげつつ，アメ
リカの影響力を強めることを目的としたもので
あった．その内容は，あくまで新たに出現した近
代的諸産業において必要とされた，「マネージャー
（雇われ経営者）」を養成しようとするものであり，
いわゆる実業教育とは一線を画すものであった．
こうした教育が構想された背景には，より大きな
枠組みから見れば，経済学や経営学の制度化を通
じて学問としてのビジネス教育を追求する第一次
世界大戦後の世界的潮流と，それを突破口として
中国への進出をはかろうとしたアメリカの存在が
あった．そしてこのビジネススクールの設置には，
アメリカ聖公会の宣教ミッションによる活動の意
図も，複雑にからんでいた．そして，中国人はこ
うして形成されていく組織に，アメリカとのつな
がりを求めて参入していったのである．
その後，ここで「近代的」ビジネス教育にふれ

第 7表 　ビジネススクールの開講科目（1921，1924，
1925）

1921年度 科目名 履修者数
Economics 5‒6 Money and Banking 30

Economics 7 International Trade 15

Economics 8 The Foreign Trade of China 11

Economics 9‒10 Bookkeeping and Accounting 39

Economics 11‒12 Business Principles 38

Economics 15 Chinese Accounting 25

Economics 16 Life Insurance 22

Economics 17‒18 Business Law 20

Economics 19‒20 Advanced Accounting 9

Economics 22 Salesmanship 25

出所： Report of the Department of Economics and Business Administration for 
the First Term of the School Year 1921‒22.聖約翰大学檔案【Q243‒1‒
70】

1924年度 科目名 履修者数
Economics 1‒2 Introduction to Economics 112

Economics 3‒4 Public Finance 49

Economics 5‒6 Money and Banking 37

Economics 7 International Trade 17

Economics 8 The Foreign Trade of China 20

Economics 9‒10 Introduction to Accounting 22

Economics 11 Business Principles 28

Economics 12 Principles of Marketing 23

Economics 14
Elementary Methods in 
Statistics

12

Economics 15‒16 Insurance 27

Economics 17‒18 Business Law 27

Economics 23
Industrial Organization and 
Management

8

Economics 24 Corporation Finance 7

出所： Report of the Department of Economics and Business Administration for 
the School Year 1924‒25.聖約翰大学檔案【Q243‒1‒72】

1925年度 科目名 履修者数
Economics 1‒2 Elementary Economics 42

Economics 3‒4 Public Finance 12

Economics 5‒6 Money and Banking 15

Economics 9‒10 Introduction to Accounting 19

Economics 11‒12
Business Principles and 
Marketings

15

Economics 15‒16 Insurance 6

Economics 17‒18 Business Law 8

Economics 23
Industrial Organization and 
Management

8

Economics 24 Corporation Finance 12

Economics 25‒26 Principles of National Economy 6

Economics 101‒
102

Economic Theory (Graduate 
Course） 12

出所： Department of Economics and Business Administration, Report for the 
Year 1925‒1926.聖約翰大学檔案【Q243‒1‒72】
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た人々は，アメリカとの関係を通して中国経済と
世界経済を接合させるキーパーソンとなり，やが
て財界や政府におけるアメリカ派閥の形成へとつ
ながっていったと考えられる．また，セント・
ジョン大学自体も，戦争や国際情勢の変化にとも
なって，大きくその姿を変えていくこととなる．
こうした状況が，本稿で見てきたようなビジネス
スクールのあり方にどのような影響を与えたので
あろうか．こうした問題について検討することが，
今後の課題である．

注
1） Andrew Porter. Religion Versus Empire? British Protes-

tant Missionaries and Overseas Expansion, 1700‒1914. 
Manchester University Press, 2004.

2） 後に国民政府財政部長となる宋子文や，マッチ大
王と称される起業家劉鴻生，実業家・政治家である
栄毅仁，上海の百貨店経営者李承基，国民政府外交

部長や駐英大使などの要職に就いた顧維鈞，中華民
国財政部長や副総統に就いた厳家淦などが，その代
表例である．

3） 謝樹森・常勛・張君一「聖約翰大学建系較早，規
模最大的系―経済系」徐以驊主編『上海聖約翰大学：
1879～1952』上海人民出版社，2009年，所収．

4） 徐以驊・韓信昌『聖約翰大学－海上梵王渡』石家
荘：河北教育出版社，2003年．熊月之・周武『聖約
翰大学史』上海人民出版社，2007年．徐以驊・韓信
昌『聖約翰大学―海上梵王渡』石家荘：河北教育出
版社，2003年．Xu Edward Yihua. “Liberal Arts Educa-
tion in English and Campus Culture at St. John’s Universi-
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Stanford University Press, 2009.石建国「論卜舫済与 “聖
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第 8表　セント・ジョン大学の同窓会組織

地　域 役　職 名　前 所　属
Shanghai（上海） Chairman T. T. Woo Shanghai Portland Cement Works（上海水泥股份有限公司）

Secretary S. B. Wong

Treasurer P. T. Li

Nanking（南京） Chairman S. W. Sung Ministry of Comunications（交通部）
Secretary Y. Dung

Treasurer H. K. Sung Central Bank of China（中央銀行）
Tientsin（天津） Chairman Sze Yu‒Ming

Secretary Francis T. Young Ta Kung Pao（大公報）
Treasurer Hu Ching‒Tse Bank of China（中国銀行）
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Secretary K. Z. Li

Treasurer David Toong
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Chungking（重慶） K. Y. Li
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Hangchow（杭州） Ginarn Lao Lakeview Hotel

Manila Albino U. Sycip China Banking Corporation（中興銀行）
Wuhu（蕪湖） Philip H. W. Lee American Church Mission

出所：Alumni History. The Johannean, 1934.空欄は不明．（　）内は筆者による補注．空欄は不詳．
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